
平成 25年度 岐阜工業高等専門学校シラバス

教科目名 材料学Ⅱ 担当教員 森永 正彦（非常勤）

学年学科 ４年 機械工学科 通年 必修 ２単位（学修）

学習・教育目標 （Ｄ－２材料・バイオ系）１００％ JABEE 基準１（１）：（ｄ）

授業の目標と期待される効果：
鉄鋼材料に関する次の事項を理解することを
目標とする．
①転位
②再結晶
③原子の拡散
④時効硬化
⑤偏析
⑥Ｆｅ－Ｃ状態図
⑦焼入れ・焼きもどし
⑧炭素鋼の性質と応用
⑨特殊鋼の性質と応用

これにより，熱処理，用途などを理解した上
で鉄鋼材料を適切に使用できる能力を養う．

成績評価の方法：
前期：中間試験 100 点＋期末試験 100 点
後期：中間試験 100 点＋期末試験 100 点
学年：前・後期の得点を合計し得点率（％）で成績をつける．

達成度評価の基準：教科書等の演習問題と同等なレベルの問題を試験
等で出題し，総合的に６割以上正答のレベルまで達していること．
① 転位について理解し，金属が変形する仕組みを説明できる．
② 金属が再結晶する過程が説明できる．
③ 拡散の機構について理解できる．
④ 時効硬化が起きる仕組みとその利用法について説明ができる．
⑤ 偏析など平衡凝固式によって説明できる事柄が理解できる．
⑥ Ｆｅ－Ｃ状態図が読める．
⑦ 熱処理の際に起きる変態を理解し，材料の性質を変える方法が

説明できる．
⑧ 炭素鋼の種類と用途を説明できる．
⑨ 特殊鋼の種類と用途を説明できる．

授業の進め方とアドバイス：材料学の基礎と鉄鋼材料全般について習得する．特に転位，Ｆｅ－Ｃ状態図，熱処理の
原理，鉄鋼材料の特性について重点的に習得する．特にＦｅ－Ｃ状態図における共析反応が重要である．遅刻した場
合は授業を中断しても良いので遅れた旨を教員に知らせること．

教科書および参考書：図解機械材料学第３版，打越二彌，東京電機大学出版局を教科書とする．

授業の概要と予定：前期 教室外学修

第 １回：転位論，塑性変形，格子欠陥 練習問題１－（１２）

第 ２回：すべり変形に必要な臨界せん断応力，理論的なせん断応力 練習問題１－（１３）

第 ３回：刃状転位，らせん転位，混合転位，転位ループ，転位を動
かすためのせん断応力

転位の種類をまとめる

第 ４回：転位の増殖機構，転位密度，転位の特徴 転位の増殖機構についてまとめる

第 ５回：コットレル効果，加工硬化と再結晶 練習問題１－（１０）

第 ６回：高温再結晶，拡散，フィックの第１，２法則 演習問題１－（１１）

第 ７回：浸炭 演習問題２－（１４）

第 ８回：中間試験 －

第 ９回：拡散係数，拡散機構，カーケンダル効果 カーケンダル効果についてまとめる

第１０回：時効処理，時効硬化曲線 演習問題２－（５）

第１１回：時効過程，時効と状態図，ジュラルミン 演習問題２－（６）

第１２回：固溶による硬化，転位と析出物 金属の強化法をまとめる

第１３回；偏析，平衡分配係数と固相率 偏析についてまとめる

第１４回：平衡凝固 平衡凝固についてまとめる

第１５回：非平衡凝固，帯融法 帯融法について調べる．

期末試験 －

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など） －



授業の概要と予定：後期

第１７回：製鉄と鋼の製造工程，鋼塊 インゴットの種類について調べる．

第１８回：Ｆｅ－Ｃ状態図 練習問題２－（２）

第１９回：炭素鋼に現れる変態 練習問題２－（３）

第２０回：熱処理の基礎，焼なまし，焼ならし
演習問題２－（５），（６），（７），（８）

第２１回：焼き入れ

第２２回：焼き戻し 演習問題２－（９），（１０），（１１）

第２３回：連続冷却変態曲線 加工熱処理について調べる．

第２４回：中間試験 －

第２５回：鋼の分類 鋼の JIS 規格について調べる．

第２６回：炭素鋼（機械構造用鋼，工具鋼，薄鋼板など） 炭素鋼の特徴についてまとめる．

第２７回：合金鋼 練習問題２－（１５）

第２８回：機械構造用合金鋼 練習問題２－（１７）

第２９回：浸炭鋼，窒化鋼，快削鋼 練習問題２－（１４），（１６）

第３０回：合金工具鋼，軸受鋼，高速度鋼 練習問題２－（１８）

第３１回：ステンレス鋼 練習問題２－（１９），（２０），（２１）

期末試験 －

第３２回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など） －


